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４　右の図のように，円の周上に点が
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　この順にあり，線分と線分は円の直径で，

　であり，である。また，

　線分上に点を，となるようにとり，

　となるような点を，直線上にとる。

　直線と円の交点のうち，でないものをとする

　と，であった。

　　このとき，次の問い１２に答えよ。

　１　であることを証明せよ。

　２　点から線分にひいた垂線と線分との交点

　　　をとするとき，線分の長さを求めよ。
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　１　とにおいて

　　　　　　仮定　…①

　　　　　　　…②

　　　　　半円の弧に対する円周角で

　　　　　よって　　…③

　　　①②③より辺とその両端の角がそれぞれ

　　　等しいから　　

　２　から，＝

　　　とおくと，四角形は円に内接するから＝

　　　から

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　これから

　　　　　　 
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　よって　

　　　からに垂線をひき，交点をとすると，はの中点であり，と

　　　は直角三角形で，斜辺と鋭角がひとしいから合同，したがって

　　　　　　　　……答

感想　は条件として余分だと思いましたが，ヒントとして与えられているんですね。

　　がの中点であり，であることは，以下の証明でいいでしょうか。

　　　　　の中点からに平行線をひき交点をとすると，はの中点であり

　　　　　



からは円の周上にある。よってはに一致する。


